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巻頭言 未来人材の発掘にＡ Ａが出来 こと 

 

文章 い 皆 ODA 国 協力 農

業技術 携わ い 或い 少 興味 持

方々 あ 世界 辿 着 様々 程

紆余曲折 経 到 方 直線 進

方 う  

戸時代 日 あ 士農工商制 示 生

瞬間 進 良 職業 択 就活

無い 生活 定 豊富 情報 巻 現代日

者 人生 生業 決定 あ 意味 難 業

あ  

現代社会 あ 物や出来 情報 瞬時 提供

途 国 貧困問題や飢餓 実情 日 子供 や 者 

簡単 窮状 改善 い 何 助

い 思い立 者 少 い 潔 立 日 験

あ 目指 い 攻 学府 あ 最後 偏差値 軍門 降

進路指 教師 ODA や国 協力 い 知識 あ 問題

あ  

国 環境 染 抜 学部 暖簾 潜 求 学問や

門性 辿 着 い 生 文部科学省 大学 責任 あ  

言え 文科省 大学批 い 始 い 々民間企業 積極的 来 仲間

育 労 費や あ 賢明 ADCA 会員企業 既 ン ン 等

々 活躍 実情 学生 示 ADCA 農業農 開 国 協力 掲

大学 連携 ADCA 展開 ン 通 得 い

生 報告 現場 伝え 農業開 ン ン 役割 正 理解 う 活

動  

4 目 々会員企業 元 農林水産省 JICA 各国 協

力関 機関 場 提供 大学 教授 協力 立

い  

少子 進 日 い 開 ン ン 目指 世代 群像 如何 育

々 最大 課題 あ 歩兵 求 う 数 頼 採用 時代 終わ 々 生業

社会的 意義 広 将来性 者 振 向い い 優 人 育

い 業団体 協会 真骨頂 あ い  

啓 ADCA 活動 益々 理解 支援 頂 い  
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寄稿 

 

ADCA 高知大学出前講  

日 工営株式会社  

橋義和 

 

9 29 日午前 11 時 ㈱ 祐 ン ン 荒 氏 NTC ン ョ ㈱ 手 氏( 知大学卒業生)

筆者 3 人 知竜馬空港 降 立 目的 ADCA 知大学出前講 講師 務 あ  

 

知大学 農学部流域環境工学 秋季研修会 開 援助 や 開 ン ン い

学生 講義 機会 得 2 実施 ADCA 海外技術協力 進検討 業

官民連携技術協力 進検討調査 ン 訪 調査団 ン 知大学農学部 藤准教授

参画 現在 学生 就職感 環境 聞い 知大学 学生 生 地元 向 強

外 目 向 い傾向 あ 開 ン ン 存在 知 い いう 調査団 祐 ン ン

荒 氏 参画 知大学 開 ン ン ういう い 学

生 知 い う 話 盛 あ 後 ADCA 原 部長 藤 生 尽力 あ

ン ン拍子 話 進 ADCA 知大学出前講 実現  

 

秋季研修会 ADCA 知大学出前講 学部生 1 生 約 50 人 聴講 単 得

あ 以 3 構  

 

Part-I 開 ン ン  ～途 国 開 援助 い 学 う～ 

Part-II 農業 農 灌漑 及 現場紹  ～開 ン ン 現場 何 や ？！～ 

Part-  開 ン ン 紹  ～Project Management 中心 武器 紹

～ 

 

Part-I 外務省作 ODA 関 視聴 い ODA 般的 知識 習得 う

後開 援助 Ａ Ａ 活動 開 ン ン 役割及 開 ン ン 求 資

質等 紹  

 

Part- 各社 得意？ 紹 及 現場 生活 い 交え 明

祐 ン ン 農業 農 開 技術協力 ( ワン )及 調査( ) NTC

ン ョ 農業 農 開 及 和構築 ン ) 技術協力 日 工

営 農 灌漑開 借款 ン ン い 交え臨場

感 話 Part-II 講 学生 生 開 ン ン 活動 容や海

外 生活 理解 最 効 あ 思わ  

 

Part- ン 概略 明 1 PDCA

(Plan-Do-Check-Action) う PDCA 簡単 ワ ョ 実施 驚い 知

大学 流域環境工学 学生 2 生 学生生活 目標 定 目標 PDCA

駆使 い あ 偶然 PDCA 講義 題 う少 容 濃

良 省 第 あ  

 

番外編 Part-V 藤 生 程 学生 生 ベ 楽 談笑 彼

話 非常 新鮮 あ 彼 生 考え 聞 出来 非常 意義 あ 就職 関 地元

向 理 少子 親 子供 手元 置い い い 必要 あ 地元 展

献 い 理 象的 あ 社会現象 映 開 ン ン 優 人

確保 い 厳 い あ 感  

 

最後 講 ン 殆 学生 生 開 援助や開 ン ン 知

う あ 講義 刺激 あ う あ 数 あ 開 ン ン い

う職業 興味 持 学生 将来 緒 あ い 思う

嬉 思 第 あ  

 

優 や 気 あ 学生 開 ン ン 業界 呼 込 開 ン ン 醍醐味 地

積極的 能動的 関 大学 働 必要 あ 再認識  

 

 



 

 

 

プ ト紹介 
ア国北部 ア ばつ ン 向上の の総合開発及び緊急支援計画策定プ ト 

(JI（A 開発調査型技術協力プ ト) 

実施期間：2012 2 ～2015 3   ン ン ：日 工営株式会社 

プロ ェクトの背景 
2008 2011 角 い 生

国 部 3 県 

( 県 県 県) 中心

380 万人以 被害 府 2011

9 角 機 主催 中

長期的 応 構築 柱

言 言 国

ョン ン 協議 短期的 人 支

援 応能力( ン )

強 中長期的 推進 必要  

プロ ェクトの目的 

県及 県 い 牧畜民

ン ※ 向  

※ ン ： 災害 持 え 力(適

応力) 災害 回復力  

具体的 象 い (1) 

主体 管理能力 向 (2) 持

能 自然資源管理 行わ (3) 家畜

ン 改善 (4) 生計多様

進 府機関 い (5) 

ン 向 府関 者

能力 向 (6) 

ン 向 ン 作

6 目標 あ  

プロ ェクトの活動 

2 県 20

定 業 実施

限 期間 効率的 実施

第 主 県 活動 開始

第 県 活動 開始  

(1)CMDRR( 主 型災害 削減手法)

入 

災害 軽減

参

あ 災害

見 析 評価

各過程

(牧畜民) 積

極的 参 訓

練 実施

ン

向 期待

以 (2)～

(4) 活動 形 過程 CMDRR 入

各活動 計画 実施 運営維持管理

ン 段階 積極的 参画

 

(2)持 能 自然資源管理 

主 水資源 牧草資源 指 自

然資源 部 定 水資源確保

水資源開 後 必要 あ 方 無秩

序 水源設置 過 牧や周辺環境 劣 起

険性 い

牧畜民 牧 ンや牧草地 施設 種類等

考慮 牧草地 持 的利用 戦略的 水源開

目指 県 い 溜 改修/

設 ン 設 ン

改修 及 既存井戸用 ン 電源 陽 電 交

換等 業 行 方 県 主

溜 改修/ 設 井戸 設 行 い 開

水源 持 的 利用 利用者 あ

牧畜民 適 維持管理 行わ 必要 あ

水管理組合 設立 啓蒙活動 研修等

水源開 並行 行 い  

(3)家畜 ン 改善 

象 両県 生計 牧畜業

頼 牧畜民 多い 彼 入 い 彼 現金

入 向 生活水準 向

等 緊急時 備え 蓄え

ン 改善 家畜流通 活性 必要 あ

県 い

(i) 経産雌家畜交換 業 (ii)Feedlot 業(飼養所 灌

漑牧草地 柵 囲い 家畜 肥育 行う) (iii)家畜

場 施設改善 実施 い 方 県

い (i)家畜

場 施設改善

(ii)家畜 場提携及

活性 業 (iii) 

Reseedling ( 落近

土地 刺

物 囲い 部 牧

草 水 生

育 ) 実施

い  

(4)生計多様 進 

い 生計 多様 容易 能 状

況 部 家畜 失 活動

生計 立 再 家畜 買い直

牧畜業 復 能

家畜 失 民や 家畜 所

権 無い女性等 社会的弱者 牧畜 頼 生計

維持 向 生計 多様 進 必要

CMDRR 研修 

完成した Feedlot 



 

 

 

あ  

県 (i) ン 業

(ii)養鶏 業 (iii)蜂蜜 業 (iv)塩 業(砂漠 析出

地 水 来 然塩 穫及 販売 業) 及 (v)

ン(樹脂) 業 実施

い 方

県 い

(i) 規模 水農業 (ii)

畜産品 工 業(

肉) (iii)漁業 (iv)

規模 支援(

売業や家畜売買等

) 実施

い  

各種 イロット事業 
現在 実施中 あ 第

活動 始 い 県 中心

あ 部 以 示  

(1)水源施設 完 利用開始 

県 各種

水源施設工 完了

民 利用 開始

い 現在 ン

行 必要

応 管理組合 能

力強 研修等 実施

助言 え い  

 

マルサビット県におけ 新設パ改修水源施設の分布 

県

水源開 環

既 井戸掘削 行

い 井戸掘削

前 民 会 開

掘削 後 井戸 管

理 い 協議 場

設 民 主体的

管理 関わ 体制

構築 い  

現在

20 所 井戸

設置 周辺

民

遠方 来 牧畜

民 利用

い  

 

(2) 自己資金 開 業 

既存井戸 ン

電源

電機 陽 電

( 写真)

交換

燃料購入費 減

多

水利用料 貯蓄

出来 う

貯蓄金

施設 故 時

や 修理 行わ

貯蓄 部 独自

開 資金 利

用

学校 校舎 1 棟(

写真) 設 出  

(3)Feedlot 家畜 肥育 

Feedlot 牧草 利用 20 頭 肥育 行 結

体 均 3.4kg 14％ 増 販売価 肥育前

比 31％ 増  

 

 

 

 

 

 

 

肥育によ 体重(左)と販売価格(右)の変化 

 (4)塩 業 

2013 6 活

動 開始

約 35 万 (約 15

ン ) 売 得

い  

今後の活動予定 

県

引 各活動

ン 能力強 研修等 方

県 水源施設 土木工 各活動 実施

ン 能力強 研修等 行う

並行 ン 向 資

府関 者 能力強 活動及 ン作

行う 定 あ

養鶏事業(雛を次の ン ーに引 継

、改良種を繁殖させ ) 

利用者(牧畜民)によ 溜池管理 

井戸掘削に成功後、噴 地 水 

太陽光発電 テ ( )と自己資

によって建設さ た校舎( ) 

塩事業によ 塩の収穫量と売 の推移 

体重 販売価格 



 

 

 

A）（A 活動報告 
 

成 26 紛争復興支援の の農民 ーダー研修 

 

ン等世界 紛 地 紛 拡大 防 経済復興 行う 民 定

い 食料 足や貧困 紛 引 金 農 部 う 問題 解決 農民 技術力や意識

向 通 農業生産性 農民 生活 向 求 い う 背

23 農林水産省 国 農業問題検討等補助 業 紛 復興支援 農民 研

修 実施 ADCA 初 協力団体 2 目 24 業実施団体

ン 農民 あ 水 日 招 い 研修 行  

業 4 目 招 い

協力団体 あ 公益社団法人 国 農林業協働協会

JAICAF 邦研修 行う

ン各地 8 農

業灌漑牧畜省 MAIL 地方局 DAIL 2 8

23 日 来日 8 25 日 9 10 日 17 日間技術

研修 参  

研修 主 学講 現場研修 構

門家 意見交換や 国後 ョン ン

作 行わ 講義 現場視察 中心

直接関わ あ 灌漑施設管理や水管理

あ 営農や 工 後 ン

あ 研修 象者 あ

水 開 協議会 CDC

役職 兼務 い 多 生産 流通 販売

携わ 地域 展 寄 存在 あ あ

適 水 管理 穫時期

需要 応 変動 能 あ 農家 入 増 水管理

流通 密接 関わ あ 言う  

 

自 地域 抱え 問題 い 述 研修員 

 

学講 様子 講師：  四郎氏  

学講 日 農業や農業農 開 ODA 策 参 型水管理等 い 理解 深 あ 日 流

通 要所 あ 東京都中央卸売 場 大 場 青 水産 花 部門 訪問 9 1 日 3 日間 宮城

県大崎 訪 圃場 灌漑 営農 工 流通 販売 連 流 地区 視

察 ン 般的 ン 開水路 灌漑 利用 い 様 開水路

採用 端圃場 地表灌漑 行う大崎地区 研修員 目 実 水路 見学 管理運営 実態

目的 土地改良区 民 主体 整備 行 施設 あ

 

研修員 出身地 9 10  



 

 

 

端 施設整備 運営 維持管理 渡 管理 組織 含 見学 能 あ 参 型水管

理 要性 学 大崎視察後都 戻 日 営農 農業協 組合 い 講義  

 

石頭首工訪問 

 

水路清掃体験 

研修 終盤 研修 学 研修員 地域 活 い ョン

ン作 行 学 現場研修 容 え 中 ン国 実施

出 短期 中期 長期 計画 立 中 長期 活動 料種子 方法 及や水路清掃

民 設等 挙 ョン ン 9 9 日 農林水産省 外務省 国 協

力機構 表敬訪問時 9 10 日 研修最終日 表 行わ  

研修全課程 修了 研修員 9 11 日 出 12 日 無 国 後 作 ョン ン

各地域 共 計画 活動 実施 い 定 あ  

 

ョン ン 表会 

 

閉講式 

 



 

 

 

成 26 ADCA セミ ー 

 国際協力への第一歩～未来の ーバ 人材に求 キ ～ の開催 

 

 

日時 ： 26 9 27 日 土 13:00～17:30 

会場 ：日 大学 藤沢 ン   

参 人数 ：310  

 

4回目 ADCA 日 大学藤沢 ン 開催

国 協力 第 歩 ～ 来 人 求

～ 300 超え 学生や国 協力関 者 会場 埋

国 協力 興味 伺え 国 協力 学生

海外 農業 農 開 携わ 門家や ン ン 現場

活動 紹 理解 深 う 目的 い 回

現在 国 連合食糧農業機関 FAO 駐日連絡 務所 所長 あ

M 氏 調講演 講演 現地報告

Twitter い ョン 行わ 会場 外 ADCA

会員各社 会社活動情報 展示や学生個 相談会 行わ  

 

調講演： FAO 役割 国連職員  

M  FAO 駐日連絡 務所所長 

 氏 25 前 来日 古屋大学大学 国 開 研究科 国 開 論 学 博士号 得 FAO 入

職後 人 部 用 配属担当 等 経 現在 FAO 駐日連絡 務所 初 外国人所長 務 い 講演

FAO 含 国連機関 活動紹 日 人 積極的 国連機関 参 期待 人 面

行  

 国連 食料 農業関連 機関 3 あ 食料生産 農業 資金提供 行う国 農業開

金 IFAD 食料援助 行う世界食糧計画 WFP FAO あ FAO 業務 2 大 1 目

食料 農業 情報 析 提供 策提言 中立的討議 場 提供 礎的活動 2 目 途 国

中心 農業技術 指 紛 災害 復興支援 国境 越

え 動 物病害虫 防 現地支援活動 あ 現地支援

活動 い ベ 等 鳥 ン ン 策や

ン 風被害 緊急支援 例 FAO 担う食料 農

業関連 役割 紹  

 現在 FAO 職員約 3,400 う 日 人職員 約 50

少 い 現状 あ FAO 国連

修士や博士号 学歴 2 国語以 公用語

関連 職務経験 優 氏 人 管理や日 向

採用 ョン 経験 特 日 人 手人

Modesty 謙虚 自己 能

力 身 付 Perseverance 根気 Self‐confidence 自信

持 FAO 空席 積極的 応募 い旨 期待 込

語  

 

講演： 後輩諸君 国 協力 第 歩 － 技術 活 国 献－  

岩  NTC ン ョ 代表 締役社長 

 当協会 理 あ 岩 氏 30 亘 や 20 国以 農業 農 開 ン

ン 業務 第 線 従 近 和構築 国 協力 業 参 い 氏 農業

農 開 国 協力 変 ン 共和国 開 例紹 あ   

久 副会長 開会挨拶 

氏 調講演 



 

 

 

 農業 農 開 ン 25 前 灌漑排水

整備 15 前 参 型手法 い 持 能 開

近 紛 後国 和構築 献や 稲作振興

従 例 明 協力

ン 共和国 実施 県 紛 響

地域 生活向 目的 開

例紹 行 農業 中心

業 通 行 機関 能

力強 支援 現地 民 生活向 寄

う 協力 国 社会 員 世界 和

繁栄 意義 あ 活動 あ え 潜在的 場

あ 活動 翻 日  国益 合 旨

述 要性 強調  

最後 輩 後輩 国 協力業界

Give & Take 人 情報 ワ 構築 何

要 あ 出会い 機会 大 後 恩返 世界 活躍 人

後 者 育 い い 参 学生 温 い  

現場 報告 

 報告 開 ン ン 国 協力機構 JICA 門家 いう異 立場 途 国 国 協力現場

経験 紹 祐 ン ン 海外 業 部執行役員 家泉 也氏 ン 国 規模灌漑開

～農業農 開 ン ン 組 例～ 題 ン 共和国 規模灌漑農業

開 活動 容 役割 現地 技術 入 様子 い 通 紹

開 ン ン 現地 策決定 人 育 現場農 ベ 多様 役割 担う 魅力あ

あ 新 ン い 参 学生 応援 言葉 投  

 JICA ン国 門家 栗原 氏 現在長期 門家 ン い 陸稲 米

及 行 い ン 大学 修了 ン 青 海外協力隊 経 現職 い 手 門家 立場

国 協力 目指 思 い 題 自身 経験 得 国 協力 携わ うえ

必要 資質 い 語 中 技術的 門性 え 途中 や い忍耐強 労

学 得 異 環境 中 楽 過 大 述 国 協力 目指 後輩

何 や や 要 あ 語  

ョン 

 東京農業大学 員教授 西牧隆 氏 進行 日 大学生物資源科学部教授 倉 氏

開 ン ン 石垣氏 弘 氏 ン ン ン 氏 日

工営 壇 参 者 前 ン や Twitter ン 討議 行

わ 農 開 環境問題 配慮 現地農家

ョン 必要性 開 現場 関 質問

学生 う 組 経験 勉強 国 協力人

必要 具体的 資 資質 関 質問 各 壇

者 回答 述 石垣 両氏 女性

職員 意見 開 ン ン 業務 家族 理

解や協力 必要 あ 開 ン ン 会社

育児 勤務制 整い あ 挙 国

協力 女性 活躍 場 あ 強調 女性 積極的

参 歓迎 初 試 行 Twitter 質問

ン ン 業界 給 体系 Twitter 知

聞 い質問 挙 参 各社社長

自 回答 討論 盛 見

 

活躍 手人 足 い 現状 ン 主流 進 求 中 回

容 意義深い あ 4 時間半 盛況 う 終え 回 300 超え 参

者 あ 過去最 規模 え 講演頂い 講師 方 尽力頂い 共催 日

大学生物資源科学部関 者 あ 協力い い 皆様 参 皆様 場 借

厚 御礼申 い  

岩 理 講演 

ョン 



 

 

 

成 26 第 3 回 ADCA 講演会の開催 

 

日時 ： 26 10 2 日 木 15：00～16：30 

会場 ：農業土木会館 2 階会議  

講師 ：特定非営利活動法人 日 水  務局長 竹  公 郎 氏 

演題 ： 日 地形 稲作文明  

 

第 3 回目 開催 ADCA 講演会

前 公益 団法人 ン 研究所理 長 現

在 特定非営利活動法人水 務局長 あ

竹 公 郎氏 招 日 地形 稲作文明

題 講演い い  

長 わ 日 河 行 携わ 日

地形 熟知 竹 氏 日 国土形 歴

い 当時 地形 地域 や気象 ン

視 解 行わ 大和盆地 始

日 文明 必然性 戸時代 社会 流域

開 近代 う林業 農業 漁業 衰

い 考察 興味深 講演後 参 者 活

質疑応答 意見交換 行わ  

  竹  公 郎 氏 



 

 

 

青 会議  
 

成 26 第 2 回青 会議勉強会 農業実践研修 の開催 

 

日時 ： 26 7 17 日 木 10：00～15：00 

会場 ：S-Farm 茨城県水戸 原  

講師 ：特定非営利活動法人 国 農民参 型技術 ワ NPO 法人  

  矢澤 郎氏 技術顧問 永井和 氏 中 氏 

容 ： 梅雨時 圃場作業 ン 夏 菜 管理 考え方  

 

第 1 回 第 2 回勉強会 茨城県水戸 S-Farm 農業

実践研修 行 回 研修 梅雨時 圃場

作業 ン 夏 菜 管理 考え方 いう NPO

法人 技術顧問 矢澤氏 農場 指 頂い  

半 前 作 落 葉堆肥 返 作業

行 木枠 用い 落 葉堆肥 作 途 国

実施 方法 木枠 用い 堆肥作 返

堆肥 使い方等 教え 頂い  

  

 

 

 

足踏 脱 機 手回 唐箕 用い 麦 脱 行

両方 人力 電力や燃料 十 い地域

効 農機具 あ 足踏 脱 機 ン 外 逆回転

踏 力 足 回転 足 脱 時間

等 段実践 あ い農機具 講者 悪戦

闘 組  

通常 菜 種 作付 購入 多い

矢澤氏 販 種 後自家採種

ン等 い 種類や品種 花 付 方や 岐 異

合わ 整 着 誘 必要 1 1 菜 い 特性や 時 作業 等 詳 解

頂い  

 

講者 積極的 作業 参 講師 質問 等 全体

通 活 研修 改 指 頂い 矢澤様

永井様 中 様及 参 者 皆様 御礼申 い  

 

 

ン 鍬 種 刃 ４ 柄 直角

い 使用 堆肥 返 行う

講者 

 

足踏 脱 機 用い 麦 脱 作業 

 

管理 整 着 誘引等 い

明 矢澤氏 



 

 

 

農林水産省海外土地改良技術室と青 会議に 意見交換会 

 

目的 ： 農業 農 開 海外技術協力 後 方向性等 意見交換 行い 将来

活動 向 問題意識や主要 関 共通認識 得 意見交換 通 交流 場 持

 

日時 ： 26 8 1 日 金 17：00～18：15 

会場 ：農 振興局第 会議 意見交換会 懇親会  

出席者 ：海外土地改良技術 及 ADCA 会員 計 23  

 

意見交換 海外土地改良技術 以 海外 及 ADCA 会員各社間 最近実施 農業農

開 JICA 技術協力 実施 容 共 各 実施 容等 い 意見交

換 行わ 後 後 援助 方向性 案件形 在 方等 関 海外 及 ADCA 会員各社間 率

直 意見交換 行わ  

意見交換会 い 行わ 懇親会 20 以 参 雰囲気 交流 行わ

 

様 意見交換会 後定期的 開催 い 海外 及 ADCA 方 認

識 共 回以降 絞 行 い 方向性 示  

 

 

意見交換会 様子 

 

意見交換会 様子 海外土地改良技術  良課長補  
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編  ADCA 青 会議 

報 知 通 7 号 報告 農業実践研修

第 2 回目 7 行い 業務 営農計画 策定 あ い 指

行う機会 あ 実 農具 手 作業 行う 稀 い

う 8 行わ 農林水産省海外土地改良技術 情報 意

見交換会 後 活動 考え 大 示唆 数多 い  

う 貴 機会 提供い 関 者 皆様 ADCA

行 あ 寄 助力い 皆様 改 厚 御礼

申  

日 工営 松岡 

青 会議 幹  

編集後記 


